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７
月
30
日
(金)
〜
８
月
１
日
(日)
、

熊
野
高
校
書
道
部
は
「
第
28
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
徳

島
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
徳
島
は
あ
い
に
く
台
風
接
近

と
い
う
こ
と
で
強
風
や
大
雨
が

降
り
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
も

不
十
分
な
ま
ま
大
会
は
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
徳
島
文
学
書
道
館
で
は
、
徳

島
県
の
高
校
生
が
長
い
時
間
を

か
け
て
書
き
込
ん
だ
作
品
や
徳

島
な
ら
で
は
の
共
同
作
品
が
目

を
引
き
ま
し
た
。

　
徳
島
郷
土
文
化
会
館
で
は
全

国
各
県
の
一
流
の
高
校
生
書
道

作
品
が
展
示
さ
れ
、
な
か
で
も

熊
野
高
校
と
同
じ
「
蘭
亭
序
」

の
臨
書
作
品
を
熊
本
県
の
高
校

が
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
ど
れ
も

こ
れ
も
時
間
を
か
け
て
書
き
込

ん
だ
古
典
臨
書
作
品
、
創
意
や

工
夫
あ
ふ
れ
る
創
作
作
品
、
仲

間
意
識
を
高
め
て
完
成
さ
せ
た

共
同
作
品
な
ど
、
高
校
生
ら
し

い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

　
31
日
(土)
の
午
後
か
ら
郷
土
文

化
会
館
に
お
い
て
交
流
会
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
県

の
代
表
者
は
各
グ
ル
ー
プ
に
わ

か
れ
、
自
分
の
腕
前
を
披
露
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。
　
　
　

　
書
道
部
部
長
で
あ
る
時
光 

由
貴
（
熊
野
東
中
学
校
出
身
）

さ
ん
は
「
交
流
会
に
参
加
し
て

全
国
の
高
校
生
の
前
で
書
く
時
、

手
が
震
え
る
ぐ
ら
い
緊
張
し
ま

し
た
。
日
頃
か
ら
練
習
し
た
成

果
が
出
せ
て
と
て
も
う
れ
し
い

で
す
。
今
後
も
自
分
の
心
を
表

現
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　青少年の活動や、

青少年育成活動の促

進の一環として8月7

日(土)に坊主山サマ

ーナイトで青少年と

地域の交流を目的と

して、青少年育成テ

ント村を開設しました。

(生涯学習課)

熊
野
高
等
学
校

地
元
、熊
野
高
校
を
通
じ
て
、�

　
地
域
と
学
校
に
つ
い
て
考
え
ま
す�
地
元
、熊
野
高
校
を
通
じ
て
、�

　
地
域
と
学
校
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。�

▲徳島郷土文化会館前�

▲交流会�
　（前列右　時光さん）�

　　　　　と　き　　９月25日(土)　13：30～
　　　　　ところ　　町民会館　集会室
　　　　　講　師　　針間幹子先生
講演内容
　子育てで一番大切なことは、「食」と「ことば」。「食」
は体を作り、「ことば」は心を育てます。3歳までに親が子
に何を食べさせ、どれだけ語りかけたかで大きく違ってき
ます。助産婦であり、母性看護学の講師も勤める針間幹子
先生がその経験を通した子育て論。
　現在子育て中のお母さん、将来母親になる若い皆さんに
「命の大切さ」を伝える講演です。ぜひご来場ください。

講演中の託児サービス
　ボランティア・スタッフによる託児サービスを行います。
託児を希望される方は、９月13日(月)から17日(金)までに
生涯学習課（℡820‐5621）にお申込みください。

（生涯学習課）

　青少年育成熊野町民会議では、
７月17日（土）、18日（日）に町
内小学校４校のＰＴＡと児童・
保護者の協力により、各校の
通学路の危険個所の点検やゴミ、
空き缶拾い等を目的としたゆ
ーすふるサンデー（通学路清
掃作業）をおこないました。

（生涯学習課）

教育講演会開催のお知らせ�

青少年テント村�
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７
月
16
日
(金)
、
海
田
警
察
署

生
活
安
全
課
の
職
員
を
お
招
き

し
、
不
審
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
全
校
児
童
と
保
護
者
を
対
象

に
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
話

だ
け
で
な
く
実
演
も
交
え
た
も

の
で
、
心
に
も
体
に
も
、
深
く

印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

要
　
点

■
声
を
か
け
ら
れ
た
時
、
相

手
と
の
距
離
を
保
つ
こ
と
に

よ
り
、
逃
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

■
ど
う
し
て
も
逃
げ
ら
れ
な

い
時
は
、
亀
の
よ
う
な
体
勢

を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
く

な
り
子
ど
も
の
小
さ
な
体
で

も
動
か
す
こ
と
が
難
し
く
な

る
。

■
「
熊
野
第
四
小
学
校
の
子

で
し
ょ
う
！
」「 

○
○
ち
ゃ

ん
知
っ
て
る
？
」
な
ど
と
声

を
か
け
ら
れ
る
と
、
親
近
感

を
持
ち
警
戒
心
が
和
ら
い
で

つ
い
て
行
っ
て
し
ま
い
が
ち

に
な
る
が
、
そ
ん
な
時
、「
大

人
の
人
を
呼
ん
で
き
ま
す
。」

と
い
う
返
事
を
知
っ
て
い
る

だ
け
で
も
違
う
。

― 

後
日
談 

―

 

夏
休
み
の
登
校
中
、
２
人
の

男
の
子
が
「
熊
野
第
四
小
学
校

の
子
じ
ゃ
ろ
。
車
に
乗
り
ん
さ

い
。」
と
赤
い
車
の
男
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、「
家

の
人
に
聞
い
て
き
ま
す
。」
と

言
っ
て
、
す
ぐ
に
逃
げ
、
学
校

の
職
員
室
へ
報
告
に
き
ま
し
た
。

学
ん
だ
こ
と
を
き
ち
ん
と
生
か

せ
て
い
て
「
無
事
で
よ
か
っ
た

ね
。
え
ら
か
っ
た
ね
。」
と
褒

め
て
や
れ
ま
し
た
。

(

学
校
教
育
課)

子
ど
も
自
身
が
で
き
る
こ
と

 

①
断
る
。

 

②
す
ぐ
に
逃
げ
る
。

 

③
不
審
者
に
出
会
っ
た
こ
と  

　 

を
家
の
人
や
先
生
な
ど
、 

　 

知
っ
て
い
る
大
人
に
話
す
。

　
熊
野
中
学
校
で
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
に
学
校
を
ご
理
解
頂
く

た
め
に
、
毎
月
15
日
を
学
校
公

開
日(

開
放
日)

と
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
に
来
て
生
徒
の
様
子
等

を
見
て
頂
き
、
ご
意
見
を
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
を

目
指
し
て
教
育
実
践
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
参

観
自
由
、
時
間
割
り
は
受
付
で

お
渡
し
し
ま
す
。

(

学
校
教
育
課)

熊
野
中
学
校

今
後
の
日
程

熊
野
第
四
小
学
校

「
不
審
者
か
ら
身
を
守
る
」�
「
不
審
者
か
ら
身
を
守
る
」�学

校
開
放
し
て
い
ま
す�

学
校
開
放
し
て
い
ま
す�

　
申
請
用
紙
は
学
校
教
育
課

ま
た
は
お
近
く
の
公
民
館
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
10
月
１
日
(金)
か
ら
受
付
を

始
め
ま
す
。

　
現
行
の
通
学
区
域
の
学
校

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
特
別

の
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
　

　
学
校
教
育
課℡

820-

５
６
２
０

(

学
校
教
育
課)

小
学
校
・
中
学
校
と
も
、
新

１
年
生
の
通
学
区
域
制
度
は
、

弾
力
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

子ども110番�子ども110番�第
2
回

9
月
15
日

（水）

10
月
15
日

（金）

11
月
15
日

（月）

12
月
15
日

（水）

1
月
14
日

（金）

2
月
15
日

（火）

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回 地域で守ろう子どもたち

　各小学校の通学路沿いにある
民家にご協力をいただき、困っ
た時に子どもたちが駆け込める「子
ども110番の家」があります。
　熊野郵便局の協力により、町
内全域をまわる郵便集配のバイク、
自動車も子どもたちが駆け込め
ることになりました。不審者に
対する抑止力として期待されます。

(生涯学習課)


